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看護職員の採用者・退職者数                    （市立四日市病院提供資料より） 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

採用者数 ４９人 ６２人 ５５人 ４４人 ５４人 ５６人 

退職者数 ３８人 ４６人 ５１人 ４４人 ５２人  

 

○ 意欲と希望に燃えて看護師になった方々が、どうして毎年こんなに大勢辞めていくのか 

○ ご本人にとっても、病院にとっても大きな損失 

○ 看護師の労働環境改善やモチベーション維持が必要では ⇒ 今回の一般質問 

  

命をつなぐ市立四日市病院で、看護師勤めが続かない 
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 出典：規制改革推進会議 医療・介護・感染症対策ワーキンググループ ヒアリング 

新たな資格制度創設に対する日本医師会の考え 令和５年２月 公益社団法人日本医師会 
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基図：四日市公開型ＧＩＳ 

 

病院駐車場（市有地） 

病院駐車場・保育園・倉庫（借地） 

都市計画道路 四日市中央線（中央通り） 

②毎年１億円以上の借地料を払っても

払っても、市民の財産にならない。 

借地ダメ。ゼッタイ。 

①突然取り壊される公共施設。 

 土地を返してと言われて… 

都市計画道路に必要な土地なのだから、都市整備部が用地買収して、 

中央通り整備までは病院駐車場等として利用させるべきではないか。 

都市計画道路として必要な土地の確保を、病院利用者駐車場

だからと言って、なぜ病院に押し付けているのか。 
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出典：四日市公開型ＧＩＳ 

 

新しいＣ病棟は活用 

＜高架の鉄道ホームからフラットに病院内へ＞ 

 

市立四日市病院 

 

 

病院受付 

中 央 通 り  （立体道路区間） 車寄せ/バス停/駐車場 

立体道路活用案の南北断面 

南 北 

改札/ 

 

市立四日市病院 

 

 

病院受付 

中央通り（立体道路区間） 側道 中央通り（地上区間） 

近鉄湯の山線 

新駅 

立体道路活用案の東西断面 

西 東 

Ａ案：南敷地建て替え・中央通り・新駅一体整備 

基図：四日市公開型ＧＩＳ 
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出典：日本みち研究所 

   立体道路制度Ｑ＆Ａ 

出典：立体道路制度を活用した環状第 2号線の整備 

  （環状第二号線新橋・虎ノ門地区市街地再開発事業） 

   東京都 都市整備局 市街地整備部 再開発課 

出典：新都市 平成 31年３月号 特集 立体化する都市機能と緑 

   立体道路制度の変遷と今後の活用方策 

   国土交通省都市局市街地整備課・都市計画課 

立体道路制度を活用した環状第 2号線の整備 
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救急車の到着時間短縮や、患者・家族等の利便を 

考え、東西交通と南北交通の結節地に。 

市立四日市病院 

近鉄湯の山線とバスとの乗り継ぎで、 

鉄道乗客数確保と面的な交通環境の改善。 

鉄道⇔バス乗継 

約 4.7km 

約 4.7km 

約 3.7km 約 1.1km 

Ｂ案：郊外移転・東西-南北交通結節地点整備 
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Ａ案：南敷地建て替え・中央通り・新駅一体整備 

Ｂ案：郊外移転・東西-南北交通結節地点整備 

 
どちらも、用地買収が肝 

借地はダメ：地権者の事情で、時に公共施設の閉鎖に追い込まれる 

Ａ案（現地建替え）でも、Ｂ案（郊外移転）でも、 

必要な区域の用地買収を完遂させる、行政の強い意志が必要 

都市計画道路用地を確保すべきは、病院か、都市整備部か？ 

既存の交通インフラ（鉄道等）を最大限有効活用する 

公共交通維持のための公共負担を増やさない（公設民営は最後の手段） 

鉄道の民設民営が持続可能な環境整備（新駅整備、公共施設配置等） 

まとめ 

病院倒産時代に生き延びるため、広域的な利便性を持つ病院に 


